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洲本市のセミ類について

堀田久

淡路島産のセミ類についてはいくつかの記録があり，誰者も本"12;]･で銀;f;しているが，

今後の調査のために，これまでの知兄を加えて洲本市内のセミ鮒について述べておきたいと

思う．
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クマゼミCむゆfory"IPa刀αJα""ぜ""sKato

7月中旬から8月下旬にかけて各地に兄られるが，個体数にはかなり変化がある．例え

ば安乎町北谷の筆者の自宅付近では最近少なくなったが，逆に以nilよりも個体数が増加

していると思われる地域もある．なお，本種はビワやセンダンの木を好み．特にセンダ

ンの木には何十頭も群がっていることが多い．また，本極のⅡ【}<11WII帯は'1鷺前中であり，

それも8時から11時が主であって，午後にI鳴き声を聞いたことばない．

アブラゼミCJa〆妙sα"〃α"jg'･q/i"""M()IschulskV

7月上旬より9月上旬にかけて見られる．般も神通の樋で各地に多雁するが,111地より

も平地に多いようである．

ニイニイゼミPﾉﾋ""ﾉ“rα虎αど"Wを”Fabricius

7月上旬から8月下旬に見られ，夏のセミとしては蛾もlil.〈出現する．各地に普通で平

地にも山地にも多産する．

ヒグラシ乃"刀a"〆"2"s/sDistant

7月上旬から8月下旬に出現する．平地では見られないが山地には将通で、特に先山に

は個体数が多い．安乎町や中川原町の低山地では，少ないながら鴫き声を聞くことがで

きる．夕方によく鳴くところからヒグラシと名付けられているが，筆者が先山の西茶屋

で何度か観察した結果，夕方よりも早朝に最もよ<I鳴き,7月下fリから8月上旬には，

早いものでは5時前から鳴き始めることを確認している．

ハルゼミ71?や"“わりαc"qOlivier

4月下旬から6月中旬にかけて現れるが，平地よりも1l1地に多く，年によって個体数に

かなり差があるようである．なお，安乎町や中川原町では，近年個体数が減少している

ように思われる．

ヒメハルゼミE""ゆ刀osiac･hめ2"sisMatsumura

7月上旬から8月上旬に出現し，洲本市内では旦熊山と先山で確認されている．1975年

7月21H,筆者は当時勤務していた洲本市立青雲中学校の生物部員10名と，先山東茶屋
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一 の横で本極の合唱を聞き生息を確認した．そして，1976年7月22日には同校の生物部員

が，束茶屋から加茂の方へ少し下がったあたり（標高約400メートル）の原生林で，雄

を1頭採集した．筆者もその日同じ場所で，木の枝に着いていた脱皮殻を採集している

n-1IHから推察すると，淡路島内でもっとも多産する諭鶴羽山よりは少ないが，三態山よ

りは多いようであった．その後も数回同じ場所で本種の合唱を聞いているが，個体数は

あまり多くないようである．

ツクツクボウシMと""【‘"α”αI晩mWalker

8月k旬から9月中旬にかけて出現し，各地に普通で平地にも山地にも多産する．人家

の周辺にも多く，洲本市街地でもかなりの個体数が認められる．

ミンミンゼミ○"cob'"zpa刀α"αc"〃"""isMotschulsky

7ノ］中旬から9月上旬にかけて出現し，山地には普通であるが，個体数はあまり多くな

い．安乎町の北谷では，近年鳴き声を聞くことが多くなった．

チッチゼミMを〃刀ゆsα/〃7画α並”γ・Uhler

へ庇昔は1940年代に、安乎町平安浦で本種の死骸を拾ったことがあるが，現在その標本は

残一』ていないし，その後は生息を確認していない．
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洲本市安乎町でクロコノマチョウを採集
ク

液蕎は昨年の夏，自宅の洗面所の窓ガラスに静止していたクロコノマチョウMe""itis

P力奴""αoなぐ".s/sMatsumuraを採集したので，報告しておきたい

採鷆年月日1989年8月3日（夏型1芋）

採集地洲本市安乎町北谷

なお，本種はこれまでに淡路島では，洲本市相川，洲本市物部，

1Iダム，諭鶴羽山，五色町広石から記録されていた．
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南淡町灘大川，南淡町大

（（堀田久）

’

クロコノマチヨヴ夏型早
（洲本市安乎町北谷産）
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